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らしあわせれば，必要性 n，合理性 r，実施障壁 b
の 関 数 R（n, r, b） と 考 え る こ と が で き る。







性 r，実施障壁 b が閾値に達すると，合理的配慮
のコモディティ化は，自発的に進むものと考えら
れる。


































































































特徴的な値 ST があり，個別の学生の制約が 























































































































































配慮 R（n, r, b）における実施障壁 b が閾値を超え
て実施できないケースも少なくないものと考えら
える。
　したがって，合理的配慮 R（n, r, b）のコモディ
ティ化を行い，需要揺らぎにより，合理的配慮 




























平均値 最小値 最大値 最大値の配慮内容
支援 1.36 1.15 1.94 助言者・補助者
調整 2.56 2.07 2.96 グループワークの調整
配慮 2.15 1.83 2.29 コミュニケーション配慮
表２　学生１万人あたりの配慮・調整・支援の潜在的需要の増加率の試算



























　合理的配慮 R（n, r, b）の内容からコモディティ
化可能な内容 R0（n, r, b）を抽出し，R（n, r, b）＝









は R0（n, r, b）を抽出する作業，②③は R0（n, r, b）
を拡張し R1（n, r, b）を縮小させる作業になり，
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